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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､がんペプチドワクチンの臨床治療は今ひとつ効果がない現状において､サイト
メガロウイルスなどの任意の抗原ペプチドを不完全アジュバントと一廟 に腫疲局所に注入
し､かつ同じペプチドで他の部位にワクチンを施行することにより､劇的な抗睦癌効果が
認められることを明らかにした｡この方法を用いる事により､個々のがん抗原ペプチドの
同定を必要としないこと､さらに抗陳性の低い癌細胞でも疑似抗原ペプチドを大量に細胞
表面へ抗原提示するようになるため､免疫効果が格段に増強できることが示された｡臨床I
応用のためにはペプチドをどめようにがん組織まで到達させるかという課題は残るものの､
新しいペプチドワクチンの方法として大いに評価できるものである｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
